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Student Voice
 学生の声

農学科3年
白石 晴さん
東京都立青山高等学校卒業

幅広い学びから専門的な学びへ

農学科では、持続的な農業生産や人間活動のた

めに必要な技術や倫理観を、講義と実験・実習を通

して学ぶことができます。穀物や野菜などの作物生

産から動物、病害虫防除、農業土木、さらには環境

まで、幅広い分野を学べることが特徴です。1年次

には基礎を学び、2年次には各分野の実験を通し

て、それぞれの研究手法を実際に体験し、専門分野

を選択します。3・4年次には、配属された研究室でこ

れまでの知識を応用し、より専門的な学習に取り組

みます。

私は環境気象学研究室に所属しています。地球

温暖化の緩和を目的として、北海道の劣化した泥炭

地湿原の植生を再生させる技術の開発に取り組ん

でいます。実験やフィールド調査で得られたデータ

を整理し、先生や研究室メンバーと検討を重ねるこ

とで、新たな気付きを得ることができます。そこから

自分なりに考察し、問題の解決へどう活かすかを考

える過程に、研究の面白さを感じています。
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学科の概要

学科主要科目

農学科は、自然と調和を保った高度文明社会を実現させるために、「食料」と「環境」の分野で地
域や国際社会で活躍できる人材を養成することを使命としています。人類の持続的生存について
俯瞰的・長期的視点から洞察し、農学全般においての問題点を発見し、それらを解決する能力を
身につけられるよう、系統的かつ幅広いカリキュラムと研究領域を設けているのが本学科の特長
といっていいでしょう。学生は3年次より研究室に所属し、総合科目で裏づけられた倫理観・世界
観をベースに、新農業資源の開発、水・土地資源を活かした食料の安定生産、農村と都市の環境
保全や緑の保全・創生などに関する専門知識を身につけていくことになります。

※カリキュラムは変更となる場合があります。
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文献調査･ 特別研究（卒論）

技術者倫理　　 化学実験

動物育種学
動物資源繁殖学
熱帯農学
動物資源機能利用学
動物環境学

実験動物学 野菜園芸学
花卉園芸学
植物病害制御学
植物育種学
生産システム学
食用作物学
果樹園芸学
植物病理学
応用昆虫学
植物線虫学
肥料学

工芸作物学
植物ウイルス学
害虫管理学
園芸植物繁殖学
植物成長制御学
雑草学

生産気象学
材料施工学
プロジェクト
計画法
農業水利学

景観園芸学
ランドスケープ
設計学
ランドスケープ
エコロジー

生物多様性
再生学
アグロエコロジー
ランドスケープ
工学
ランドスケープ
情報論

科学基礎科目
数学概論
地学概論
地学実験

化学概論
物理学概論

農学基礎科目
農学基礎実験
基礎生物統計学
マクロ生物学入門 
分子生物学
応用生物統計学
植物生理学    

基礎図法
土壌学
生物多様性進化学
動物生理・栄養学
動物生産制御学

科学基礎科目 農学基礎科目

物理学実験 基礎植物育種学

野生動物学 動物感染症学 構造力学
応用水理学

測量学Ⅱ
測量実習Ⅱ

食料生産関係 環境関係

食料生産関係 環境関係

基礎科目群 専攻科目群

基礎科目群

農地工学
応用力学
保全生態学
農学実験Ⅰ

農学実験Ⅲ
農学実験Ⅴ

水理学 作物学概論
動物生産・福祉学
植物保護学概論

生産システム学概論
農学実験Ⅱ
農学実験Ⅳ
農学実験Ⅵ

環境気象学
園芸学概論

専攻科目群（基幹科目）

専攻科目群（分野別科目）

基礎科目群

専攻科目群（分野別科目）

卒論関係科目群
年
次

3・4

植物遺伝資源学
測量学Ⅰ

動物遺伝資源学
バイオテクノロジー
測量実習Ⅰ

栽培学入門
アニマルサイエンス入門
ランドスケープ入門
生産環境学入門

導入科目 動物行動学
資源植物学
土壌物理学
専門実習Ⅰ
専門実習Ⅱ
職業指導

土質力学
ランドスケープ
デザイン学

農村計画学 ランドスケープ計画学

基幹科目

Pick up

カリキュラム解説

「食料生産」と「環境」
人口増などの社会情勢や地球温暖化などの環境変化に対応した持続的な食料生産や環境保全を行うた

めの知識や技術を総合的に身につけることを目標とし、「食料生産」と「環境」を大きなキーワードとして教育を
行っています。

国家公務員
地方公務員

（農業・畜産・造園・
農業土木・林業など）

みどり・
デザイン
関連会社

種苗会社
農業関連企業

食品関連企業
製薬企業

臨床開発関連会社

 教員
大学院進学

Message
 教員からのメッセージ

環境気象学研究室
矢崎 友嗣准教授

食料生産と環境保全の 
持続的な両立への挑戦へ

地球温暖化や社会構造の変化により、私た

ちを取り巻く環境は大きく変化し、人類を支え

る食料と自然環境が危ぶまれています。このよ

うに変化しつつある状況の中、食料生産と環境

保全の持続的な両立を担う人の育成は喫緊の

課題です。農学科では、将来食料生産と環境を

支える人材の育成のため、作物や家畜生産、農

業生産環境や生活環境の保全など幅広い分野

を対象とした基礎的な学びからスタートし、そ

の中から興味のある専門分野を選択し研究活

動を通じて、学びを深めることができます。私た

ち教員は、講義、実験、フィールドワークを通じ

て、将来、皆さん自身の力で課題を解決できる

よう皆さんの挑戦をサポートします。

生態系の多様な相互作用を知ろう
生物の個体から生態系へと視野を広げて構成要素どうしの関係を理解し，食料生産と環境

保全の分野に活用する教育・研究を行っています。
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